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面市は、パナソニック株式会
社と箕面市社会福祉協議会
と連携し、「遠隔在宅ケアサポ

ート・システム実証実験」を9月1日からスタ
ートした。このシステムは、高齢者の在宅
生活を支援する取り組みの一つで、高齢
者が住み慣れた場所で長く暮らせる地
域づくりの一環として、箕面市が実証実
験の場を提供。実験では、エアコンやル
ームセンサー、通信機器などのIoT機器
を使用して、別居の家族やケアマネジャ
ーが独居高齢者の様子を見守る。別居
の家族は、スマートフォンで高齢者の体

調把握や緊急時の安否確認ができるほ
か、ケアマネジャーは、訪問やヒアリングだ
けではわからなかった高齢者の行動パタ
ーンを分析して、適切なサービスをケアプ
ランに反映することが可能となる。箕面市
社会福祉協議会が把握している独居の
高齢者から、数名を協力者として選定。
それぞれの協力者にあわせて、別居の
家族やケアマネジャーなどを選定し、高
齢者のモニタリングを依頼する。この実
験は、貸与される設備の電気料金のみ
協力者負担で実施される。
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遠隔地から高齢者を見守るシステム
箕面市 実証実験スタート

センサーで在宅状況
を確認。おはなしカメ
ラで通話。

高齢者の状況把握。
生活状況を分析、ケ
アプランに反映。

別居の家族

全国で注目される施策や課題は、地域で暮らす私たち
にどう影響するのか？身近に起きた出来事やトレンドなど、
幅広い分野のニュースを紹介していきます。ネットでもさ
まざまなニュースを紹介しています。

シティライフNEWS　で検索

　サンフランシスコ講和会議
　の有名なスピーチ

二次世界大戦後の1951年、サ
ンフランシスコ講和会議で連合
国は日本に厳しい制裁措置を

加えようとし、日本は分割占領の危機に立
たされていた。その席上、当時のスリランカ
代表であるジャヤワルダナ氏が、これに反
対する演説を行った。このスピーチが連合
国諸国の心を打ち、日本の国際復帰への
道につながったと言われている。

　友好交流都市のはじまり

980年、江坂に関西初のスリラ
ンカ名誉総領事館が開設され
た。当時のスリランカ外務大臣

の出身地がモラトワ市という縁から、翌年、

第

校のダンス部日本一を決める
「第10回日本高校ダンス部選
手権」の全国大会が8月16日、

17日に横浜市で行われ、2～12名編成の
チームで競う「スモールクラス」で、府立
箕面高校が昨年に続く2連覇を果たした。
同校は5回目の優勝で、優勝回数は本大
会最多。部員は115名、今回は2年生の

男女混合選抜メンバー11人が出場した。
ダンス部の顧問は「メンバー同士が仲の
良いチームほど強い。挨拶や気配りもし
っかりでき、周りの人とのつながりを大切
にしてはじめていいダンスができる」と強
さの秘訣を話す。来年も優勝を目指し、連
覇記録の更新を狙う。

高

吹田市とモラトワ市
友好交流都市提携35周年

コミュニティサイト等における児童被害の現状 協力：大阪府警察

詳しくは、「大阪文化芸術フェス2017」で検索

【 保護者の方へ 】
● インターネットの利用に関しては、ルールやモラルを守って子どもたちに利用させよう。
● 子どもたちに関わる大人たちが、子どもたちと共に考えていくことが大切。各家庭で親子で話し合いの
　場を設けよう。

【 相談窓口 】
大阪府警察本部 サイバー犯罪相談
http://www.police.pref.osaka.jp/05bouhan/high_tech/taisho01.html

　平成28年度のコミュニティサイト等が起因となった事
犯の全国の被害児童数が、過去最多の1,736人となっ
た。広く情報発信や同時に複数の友人等と交流する際
に利用される「複数交流系」のサイトでの被害が大幅に
増えたこともあり、児童買春及び児童ポルノの被害者が
増加している。被害児童のアクセス手段は約9割がスマ
ートフォンからで、そのうちの約9割が、ウェブなどを通じ
て悪影響を及ぼす有害な情報に触れたり、SNSなどでト
ラブルに巻き込まれることを防ぐ「フィルタリング」の設定
を行っていなかった。

月の1カ月間、大阪府で文化芸
術の祭典「大阪文化芸術フェ
ス2017」（大阪府など主催）が

行われる。伝統芸能や現代音楽、舞台芸
術など、大阪の文化魅力を国内外に広く発
信することが目的。イベントは万博記念公
園をはじめ府内各所で開催される。万博記
念公園では、F1やスーパーカーの展示、パ
レードのほかハロウィンパーティなどを行う。
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大阪文化芸術フェス2017
万博記念公園でも開催
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箕面市 実証実験スタート

吹田市がスリランカのモラトワ市と友好交流都市提携を結び今年で35周年を迎える。
その友好の歴史を取材した。

同市の市長夫妻が吹田を来訪、1982年
7月には吹田市と友好交流都市提携の
調印式が執り行われ、当時の吹田市長と
市議団がモラトワ市を訪問した。、同年、
吹田西ロータリークラブと初代名誉総領
事との交流も始まり、1983年にはスリラン
カ民族舞踏団が吹田まつりに特別参加
するなど交流が深まっていく。
　モラトワ市は漁業と交易の中心地で、
家具の製造をはじめゴム製品、バッテリ
ー、変圧器などの産業が盛んな都市で
ある。またモラトワ大学は南アジア有数の
技術大学として有名だ。

　吹田西ロータリークラブ
　の国際奉仕事業

985年、吹田西ロータリークラブ
は、スリランカ名誉総領事のご紹
介でスリランカのコロンボセントラ

ルクラブを訪問し、交流を開始する。1987年
コロンボセントラルロータリークラブと姉妹ク
ラブの締結を行い、記念事業としてスリラン
カ政府より提供された地に、土地整備をコロ
ンボセントラルロータリークラブが担当し、住
宅建設資材を吹田西ロータリークラブが提
供して、1991年に82戸の村が完成した。こ
の住宅地は感謝の意を表して、「ロータリー
村」と名付けられた。その後も、救急車の寄
贈や職業訓練センターの建設など行政と
民間が交流を重ね、友好を深めている。

　2013年2月吹田市とモラトワ市との友好
交流都市締結30周年の際には、前吹田市
長、議員、市民、ロータリークラブのメンバー
合計17名で、モラトワ市を訪問。この時、多く
の市民より歓迎パレードが行われた。
　同名誉領事館は今年、すいた
Expo2017、産業フェアやシティライフ主催の
イベントにも参加し、香辛料や紅茶などスリ
ランカの文化を伝えている。産業の拠点とし
て国際的にも注目を浴びるスリランカとの交
流は、今後もさらに発展するだろう。
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大阪府警サイバー犯罪対策課では、インターネットの安全利用の啓発活動として様々な
キャンペーンを実施している。10月6日のイベントでは、初音ミクを起用したオリジナル缶バッチを配布。
詳しくは左記QRコードからアクセスを。

ケアマネジャー

別居の家族

独居高齢者

箕面高校
2大会連続ダンス部日本一に
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1982年調印式の写真。「文化・経済・社会的
な結びつきを強め、互いの利益のため可能な限
り努力する」との盟約書にサインした。
（写真提供：吹田市）

30周年時にモラト
ワ市に訪問した際
の、歓迎パレードの
ようす。（写真提供：
在大阪スリランカ名
誉総領事館）1991年、「ロータリー村」住宅建設開村式のようす。

（写真提供：吹田西ロータリークラブ）

吹田西ロータリークラブ会長の瀧川紀征さんと在大
阪スリランカ名誉総領事D.W.アルッガマゲさん。

　ごみの排出量は減少するも、
　食品ロスは深刻

みの総排出量は、2012年度をピ
ークに全国的に減少傾向にあ
る。2001年に全国平均を大きく

上回っていた大阪府も、現在は平均値に
近づきつつある。
　特に吹田市では、ごみの排出量が少な
くリサイクル率が高い。1992年に全国に先
駆けて破砕選別工場を併設した資源リサ
イクルセンターを建設し、資源循環の啓発
を続けてきたことで市民の意識が高まった
ようだ。また茨木市では、高温溶融炉を使
い、不燃ごみも含めて溶融処理することに
より、鉄・スラグ（ごみを高温溶融し急速に
水冷することで砂状になったもの）を再生
資源として回収しているため高いリサイク
ル率を維持している。
　しかし、課題は依然として多い。特に家
庭から排出される生活系ごみには、まだ食
べられるのに捨てられている食べ物、いわ
ゆる「食品ロス」が多い。その量は全国で
年間約630万トンにものぼり、今後も対策
が求められる。

　最終処分場は全国的にひっ迫

出されたごみのうち、資源ごみ
以外、つまり可燃ごみの焼却灰
や不燃ごみ、工場のごみ、工事

現場の建築廃材や建設残土などは全て
最終処分場に運ばれ、埋め立てられる。近
畿圏の最終処分場は、自治体が所有する
ものと広域で共同利用するものの2種類が
ある。自治体が所有する最終処分場では、
山間などに不燃ごみや焼却残渣を埋め立
てているが、残余容量には余裕がない。
1998年度と2015年度を比較すると、最終処
分場の数は、大阪府で16施設から12施設
に、兵庫県では63施設から40施設にまで減
少している。一方、処分場を自己保有して

緊急課題。あと10年しかない？

行き場を失う
ごみの行方

ご

排

自然環境を保護する活動が広がる一方で、毎日排出されるごみの量やその処理には、
いまだ多くの問題がある。自治体はどのような取り組みをしているのだろうか。また、市民
としてできることは何だろうか。

いない自治体が排出するごみや、自己所有
の処分場で埋め立てできないごみは、近畿
圏の自治体が共同で出資する、広域的な
最終処分場に埋め立てられる。これは「大
阪湾フェニックス事業」と呼ばれ、神戸、尼
崎、大阪、泉大津の4カ所にある埋立処分
場で廃棄物が処分されている。

　あと10年。
　猶予のないフェニックス

終処分場の残余容量は減る一
方だが、近畿圏の内陸部はす
でに土地利用が進み、自治体や

事業主が個々で新たな処分場を確保する
のは極めて難しい。そこで長期的・安定的に
廃棄物を適正処理するために生まれたの
がフェニックス計画である。大阪、兵庫をはじ
めとする近畿2府4県168市町村から発生す
る約1億トンもの廃棄物を受け入れている。
人口にすると約2千万人分で、これは近畿2
府4県の総人口の約9割にものぼるという。
　埋め立てによって生まれた土地は港湾と
して活用され、地域の発展に貢献。緑地や
コンサート会場などとしても有効活用されて
いる。しかし、このフェニックス事業にも限界
が近づいている。予定では、残余容量がゼ
ロになるのは10年後の2027年だ。また4カ所
の処分場のうち、尼崎沖・泉大津沖の2カ所
はすでに進捗率が90%を超えており、神戸
も73%を超えている。全ての処分場が満杯
になると新しい処分場が必要になるが、現
時点ではまだ、次の埋立処分場の整備に
向けた検討を開始した段階で、計画から

受け入れ開始まで約10
年間の期間が必要とさ
れている。また、整備に
は約1千億円の費用が
かかるという。ごみ減量
推進活動を行う「ごみ

減量ネットワーク」の北井弘さんは「フェニッ
クスは安い価格で受け入れを行なっていま
すが、もうもたないのだということを積極的に
市民に周知するべきです。ごみ処理を続け
るには、今の施設を20年、30年と維持させ
るしかありません」と話す。茨木市や吹田市
では、最終処分物の量を減らすため、溶融
炉でスラグ化して道路の舗装材などに再
利用している。

　求められるメーカー努力

井さんによると、フェニックス事業
がある関西では最終処分量を
減らす施策があまり打たれなか

ったため、ごみの減量化に出遅れていると
いう。環境省による2015年度の1人1日当た
りのごみ排出量ランキング（人口別）で全国
トップ10に入っているのは、関西では京都市
と奈良県野迫川村のみだ。「市民レベルの
取り組みだけでは最終処分量を減らすこと
は難しい。メーカーや事業者の努力も必要
です」と北井さん。リサイクルできない商品を
作らないこと、簡易包装にすることなどが企
業に求められている。しかし、包装を簡易化
することが「売れなくなるリスク」につながる
との危惧から、一歩が踏み出せない企業も
多い。この問題に対し、神戸大学経済学部
の石川雅紀教授が「ごみじゃぱん」という
NPO法人を設立。ゼミの学生が主体となっ
て簡易包装の普及に取り組んでいる。その

一つが、「減装（へらそう）商品」だ。通常に
比べて中身あたりの容器包装の重量を一
定の基準に照らして評価認定し、商品にマ
ークを印字したり、地域の店舗でPOP掲示
するなどして推奨。販売実験によって消費
者の意識調査を行い、メーカーにその声を
届けている。現在では山崎製パンから減装
マークを印刷した商品が発売されるなど、
全国に広がりつつある。

　“減量”優先の取り組みを

みの分別の方法は自治体の財
政力や処理ルートによって異な
るが、区分が細かくなるほど分

別の習慣がついて、リサイクル量は増えると
いう。しかし、「分ければ良いというものでは
ない」と北井さん。「“3R”の優先順位を知る
ことが大切です。減量（Reduce）、再使用
（Reuse）、再資源化（Recycle）の順で進め
るべきで、まずはごみの減量に取り組んで
ほしい」と話す。具体的には、リサイクルでき
ないものを作らないように市民がメーカーに
声をあげること、そのような商品を買わない
こと、日頃から子どもと一緒に分別し、ごみ
出しをすることなどを提案している。また石
川教授は、「分別しなさい、ではなかなか解
決しない。無理をせず、自然とごみが減って
いく社会が理想」と意識改革の必要性を
説く。北井さんは、「自治体のごみ減量講座
や工場見学に参加し、自治体も子どもの環
境学習を積極的に進めてほしい」と話す。
　なお、大阪ごみ減量推進会議では、ごみ
減量について学ぶ無料のセミナーを来年1
月まで開催中。詳しくは大阪ごみ減量推進
会議のHPで。

「大阪湾フェニックス計画」の最終埋め立て処分場までのごみの流れ

資源ごみ 可燃ごみ

リサイクル 焼却工場

家庭ごみ 処理された
上下水汚泥

搬入基地9カ所（姫路・播磨・神戸・津名・尼崎・大阪・堺・泉大津・和歌山）

埋立処分場

ごみの分別品目（2015年3月31日時点）

出典：「平成26年度 大阪府の一般廃棄物処理」を元に作成

尼崎沖 泉大津沖

大阪沖 神戸沖

工事現場の
廃材・土砂

工場のごみ

埋立地の活用例。
上から尼崎埋立処
分場跡地ののびの
び公園、泉大津沖
処分場跡地のメガ
ソーラー設置、コン
サート会場。

「減装商品」の例。
ごみじゃぱんが、一
定の基準で容器包
装の少ない推奨商
品を選定。スーパー
などの商品棚に、マ
ークを掲示し、買い
物客へPRする。

豊中市
（分別数 8）

１燃えるごみ ２缶・びん ３粗大ごみ・燃えないごみ ４紙パック・段ボール・新聞雑誌・その他紙・本 ５ペットボトル
６トレイ

１可燃ごみ ２不燃ごみ ３紙パック・段ボール・新聞雑誌・その他紙・雑紙・古布 ４缶・危険ごみ ５びん ６ペットボトル 
7その他プラ ８粗大ごみ

池田市
（分別数 6）

１燃焼ごみ ２紙パック ３段ボール ４新聞 ５雑誌 ６缶 7びん ８ペットボトル ９その他、古布 10有害危険ごみ
１1小型複雑ごみ 1２大型複雑ごみ

吹田市
（分別数 12）

１燃えるごみ・新聞・雑誌・段ボール（紙容器包装類含む）、紙パック、古布（集団回収） ２燃えないごみ ３缶 ４びん 
５ペットボトル ６乾電池 7蛍光灯等 ８大型ごみ

箕面市
（分別数 8）

最 北 ご

大
阪
府

兵
庫
県

神戸沖
埋立
処分場

尼崎沖
埋立
処分場

大阪沖
埋立
処分場

泉大津沖
埋立
処分場

北摂の生活系ごみ及び事業系ごみの排出量

出典：「平成26年度 大阪府の一般廃棄物」を元に作成

生活系ごみ生活系ごみ+
事業系ごみ 事業系ごみ市町名

豊 中 市
池 田 市
吹 田 市
高 槻 市
茨 木 市
箕 面 市
摂 津 市

819
858
857
918

1,104
959

1,004

535
603
592
633
607
622
585

284
255
265
285
496
337
418

1人1日あたり排出量（集団回収含む）（g/人日）

「大阪文化芸術ミック
スステージ」では、各局
テレビ番組とのコラボ
イベントや大阪が誇る
文化・芸術を紹介する
特別ステージを設置。

「ナニワのハロウィンパーティ」で
は、アーティストやアイドルのステ
ージ、仮装コンテストなどの参加
型企画、吉本新喜劇の上演など
多彩なプログラムを予定。

［ 万博記念公園で行われるプログラムの一例 ］

21日（土）・22日（日）  FOOD SONIC 2017 秋の万博記念公園特別編
28日（土）・29日（日） 

22日（日）        万博記念公園Circuit 2017

29日（日）               ナニワハロウィンパーティ 2017

北井弘さん
ごみ減量ネットワーク代
表、NPO法人ごみゼロネ
ット大阪副代表理事など。


